
市
民
が
主
人
公
の
府
・
市
政
を
考
え
る
つ
ど
い
実
行

委
員
会
主
催
の
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
多
く
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

民
主
党
政
権
の
下
、
自
治
体
の
構
造
改
革
が
す
す
め

ら
れ
、
大
幅
な
職
員
削
減
と
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
後

退
し
て
い
ま
す
。

３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
で
、
あ
ら
た
め
て
地
方
自
治
体

の
役
割
と
は
何
か
、
い
ま
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
何
か
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

基
調
講
演
を
さ
れ
る
岡
田
知
弘
京
都
大
学
大
学
院
教
授
は
、
地

域
経
済
学
が
専
攻
で
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
地
域
の
再
生
を
テ
ー

マ
に
積
極
的
な
発
言
も
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
市
会
議
員
団
か
ら
市
の
現
状
と
問
題
点

を
、
ま
た
子
育
て
団
体
、
商
工
業
者
団
体
、
高
齢
者
団
体
な
ど
か

ら
発
言
が
な
さ
れ
ま
す
。
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今
回
の
市
長
選
挙
の
争
点

は
何
と
い
っ
て
も
談
合
問
題

で
す
。

枚
方
市
は
昭
和
50
年
の

「
黒
い
霧
事
件
」
か
ら
脈
々

と
談
合
体
質
が
続
い
て
い
ま

す
。
（
「
黒
い
霧
事
件
」
と

は
，
暴
力
団
福
田
組
組
長
殺

害
事
件
に
端
を
発
し
た
市
政

と
暴
力
団
の
癒
着
問
題
で
す
。

こ
れ
は
土
地
開
発
公
社
の
用

地
取
得
を
め
ぐ
る
疑
惑
に
ま

で
発
展
し
，
当
時
の
山
村
市

長
は
昭
和
50
年
７
月
に
辞
職

を
し
ま
し
た
）

そ
の
後
の
大
型
公
共
事
業

に
お
い
て
も
90
％
を
超
え
る

高
落
札
の
入
札
が
相
次
ぎ
、

そ
の
度
に
党
議
員
団
は
談
合

を
追
及
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
市
当
局
は
「
談
合
は

な
い
」
と
繰
り
返
し
答
弁
す

る
だ
け
で
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
談
合
事
件

以
降
も
相
次
ぐ
職
員
の
不
祥

事
、
検
察
か
ら
返
却
さ
れ
た

公
文
書
が
破
棄
さ
れ
た
事
件
。

小
規
模
修
繕
工
事
の
不
正
常

な
発
注
事
件
な
ど
が
相
次
い

で
い
ま
す
。

今
こ
そ
枚
方
市
の
談
合
体

質
を
一
掃
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

談
合
事
件
に
つ
い
て
は
刑

事
裁
判
で
は
元
府
警
警
察
官
、

前
府
議
、
大
林
組
関
係
者
が

有
罪
判
決
が
確
定
し
て
い
ま

す
。
前
市
長
は
有
罪
判
決
を

不
服
と
し
最
高
裁
に
上
告
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
市
民
１

０
０
条
委
員
会
が
10
億
９
千

万
円
の
賠
償
と
真
相
解
明
を

求
め
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

行
政
と
し
て
の
責
任
、
な

ぜ
、
談
合
事
件
が
起
き
た
の

か
、
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た

の
か
な
ど
市
民
に
説
明
で
き

る
よ
う
徹
底
究
明
す
る
市
長

を
誕
生
を
誕
生
さ
せ
、
談
合
・

不
正
を
許
さ
な
い
市
政
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

市民と共につくりあげてきた

民主市政から中司市政12年3ヶ

月、竹内市政4年間、合計16年余りの間に枚方のまちは大きく変わりました。東日本大

震災という未曾有の大災害と最悪の人災である福島原発事故が起きた中で、今回の枚方

市長選挙は、改めて自治体の有り様が問われています。

今号から「この間の枚方市政の状況」と市長選挙に臨む政策を掲載していきます。

講演「損害賠償裁判の状況と勝利の展望」

弁護団 小林徹也弁護士

報告①「市の真相解明と談合防止対策の状況」

日本共産党市議団 広瀬ひとみ

報告②「談合問題での行政の過失責任」野口光男前市議

報告③原告団の決意と訴え 原告代表 野田たかはる氏

７月25日（月）午後３時～

８月８日（月）午後３時～

場所は枚方市委員会事務所

予約…市事務所 ☎844-6201
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